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行われている ssh(super science high school)企画では、そのためのカリキュラム開発、研究課題
の設定などを立てることが必要である。高校の先生からは、「高校だけではなく、大学と連携して
行なっていきたしリという希望も出てきている。専門知識をもった若い人が必要なのだ。また、学
校の先生では、教職課程・教員養成の場にも理数系教育を担当する大学教員「理数系チュートリア
ノレ」を求める芦が出始めている。丁度団塊世代のベテランの教員が定年を迎えること、免許状更新
に際して教員の再教育が行われるという情勢も、この際、こうした動きをプラスに持ってしだ気構
えが必要だろう。
ところで、日本には理科教育では 2つの誇れるべき特徴があるのだということを、川勝博先生
(名城大学総合数理教育センター長)から教えてもらった。 1つは、日本の理科教材作りは国際的
な評価を受けているということである。そして、もう一つは、日本には「職員室文化」があること
だそうである。この2つは連動している。教材作りでどこが優れているかというと、みんなで話し
合い子供たちと一緒に使ってみていいものが残るという方法で教材を改良しているのである。こう
した積み重ねの中で、教材は改良に改良を重ねて優れたものを作り出しているのだそうだ。そこで
は、オリジナリティよりも、むしろ沢山の実践の中で選りすぐられていくというプロセスがある。
それを大切にしているのだとしづ。その発祥元は 1970年頃に発足した「愛知物理サークル」とい
う自主的な物理教育の研究会である。サークル発足当時は「物理はわからない，おもしろくない，
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くだらないという生徒の声にどう応えるか， ということがテーマだ、った。ともかく、自分が「勉強
になり楽ししリと思えば顔を出す，としづ原則がいい。「例会では，授業で、困ったことや，実験の開
発，科学論，時には生徒指導から趣味の話まで， 1時から始まる例会が夜の7時ごろにまで及ぶこ
ともあります。J["手弁当の研究会で，本音で語り合える仲間の集団であるがゆえに，長期にわたっ
て活動できた」というのは、まさに楽しむことを基本にしてきたよさなのだと思う。「実験は手作
りの誰でも真似のできるものが多く，明日の授業にすぐ使えるものが多いのも魅力でした。せっか
くの休日をつぶしての例会に駆り立てるものは「子どもの喜ぶ顔」が見たし、からです。生徒が授業
で「オオー」と言ってくれれば様々な苦労は雲散霧消します。J1988年にそれまでの蓄積を基に、
生徒が"いきいき"するためには，教師が"いきいき"することという主旨を貫いた「し、きいき物
理わくわく実験J(愛知・岐阜物理サークル編著)を出版している。
この教材開発のプロセスは、もうひとつの特徴、職員室文化とつながる。先生は、職員室で、入っ
てくる生徒の相談にのる。仲間の先生も一緒に相談にのる。今は、そんな理想的な状態とは行か
なし1かもしれないが、先生方が相談しあい、話し合い、問題を共有する場である。この話し合いの
場、職員室は、私達にとってはごく当たり前の風景だ、った。ところが、この職員室というのは、日
本独特なのだそうである。
新しいものを生み出す創造の場では、議論していて、思わぬ発展，展開があり，それがまた楽し
みとなる。「一つの教材を 15人の先生が見れば15通りの切り口が見つかり 発表者の意図を越
えたものに光り輝き，それぞれの生徒のレベノレに合わせた教材へと進化するのですJ4としづ岐阜
サークノレの先生方の精神は、「新しいものを生み出す気風」の典型例である。ただ、違うのは、こ
の創造の場は、基本的に大勢の知恵を集めるという方向だ、ということである。
これこそ、職員室文化の延長線上にある方法論ではないだろうか。そうなのだ。これこそ、科学
の基本の心がそこにあるではないか。これは物理学者が培ってきた文化でもある。新しく何か作ろ
うとするとき、みんなが力を出し合って、戦争中でも敵も味方もなく、国境を越え集う場をつくり
あげた物理学者たちと共通の精神である。まさに、「科学教育におけるコペンハーゲ、ン精神Jであ
る。この流れは、仁科博士達などのヨーロッパ留学組が刺激を受けて持ち帰ったもので、はなかった
か。それが理研を通して日本の中で大学枠をこえてつどうク、ループを作り出した。日本の物理学者
はこうして新しい学問、近代科学を発展させるグループ。を形成してきたといってもし¥1t¥かもしれな
い。「物理のいいところは、自由と平等、自由に、肩書きにとらわれず、お互いを尊重しあって議
論する。それを学校にも社会にも広められないかと思っています。物理は自由で平等で、真実だけ
に向き合う学問だJ(都立小石川高校の上保隆志先生談5)。なんていいことばだろう。
「研究もしっかり取り組んできた博士で、教育にも情熱を燃やす若手が必要」と川勝先生はおっ
しゃる。科学教育のプロが必要なのだ。教育の復権を目指して、科学の心を取り戻そう。まさに、
これは物理教育をとおして教育界にルネッサンスを!というときである。教育が疲弊し、子供たち
が疲れているようでは、日本の未来はない。
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5世界の高校生が独創性を競う、ポーランド科学アカデミー主催の高校生物理論文コンテスト「ノーベノレ物理学賞へ
の第一歩」において、 4年連続で生徒たちが入賞しているという先生である。今は、スーパーサイエンスハイスクーノレ
として指定を受けているということである。
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